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なぜ自動運転の社会的受容醸成が必要なのか

消費者委員会2024.08.07

(株)第一生命経済研究所
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第一生命経済研究所 常務取締役 ライフデザイン研究部長 首席研究員

◆研究領域：消費スタイル・消費者意識、ウェルビーイング、
コミュニケーション・対人関係、モビリティ(移動)と暮らし

◆(一社)日本ヒーブ協議会（事業者団体）第38・39期代表理事（2016-2018年) ＊現在は特別会員
◆令和2年度 消費者支援功労者表彰「内閣府特命担当大臣表彰」受賞
◆受任中の政府委員会委員

・内閣府 規制改革推進会議（専門委員）＊地域産業活性化WG
・内閣府SIP 「豊かな食が提供される持続可能なフードチェーンの構築」プロジェクト(評議委員)
・金融庁 自動車損害賠償責任保険審議会（特別委員）
・消費者庁 第５期消費者基本計画の策定に向けた有識者懇談会（委員）
・消費者庁 消費者教育推進会議（委員）
・消費者庁 デジタル社会における消費取引研究会（委員）
・消費者庁 消費者安全調査委員会（臨時委員）
・国土交通省 第７期先進安全自動車（ＡＳＶ）推進検討会普及啓発手法検討 TFメンバー
・中小企業庁 中小企業・小規模事業者300社 選定審査会（委員）
・東京都財務局 行政評価委員会（委員）

宮木 由貴子（みやき・ゆきこ）
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技術開発(安全性)

制度整備(法改正含む）

社会的受容

自動運転の社会実装に必要なアクション

生活者視点
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18
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(

17
年
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査

(

18
年
度
事
業)

20
年
調
査

(

19
年
度
事
業)

21
年
調
査

(

20
年
度
事
業)

経済産業省・国土交通省委託事業
第２回自動車・自動運転に関するアンケート調査

全国12,400サンプル

(株)第一生命経済研究所個別研究
自動車・自動運転に関する意識調査 全国3,000サンプル

経済産業省・国土交通省委託事業
第１回自動車・自動運転に関するアンケート調査

全国12,400サンプル

22
年
調
査

(

21
年
度
事
業)

自動車・自動運転に関する調査研究に従事

経産・国交省＆内閣府SIPジョイント調査
第4回自動車・自動運転に関するアンケート調査

全国20,631名（経産・国交省部分）
10,357名（内閣府SIP部分）

経産・国交省＆内閣府SIPジョイント調査
第３回自動車・自動運転に関するアンケート調査

全国24,583名（経産・国交省部分）
12,392名（内閣府SIP部分）

総括＆地域ごとの調査研究に従事
＊RttL4事業・モビリティDX検討会・第７期先進安全自動車(ASV)推進等と連携しつつ

地域ごとの定量・定性情報を収集・発信

22
年
度
事
業

以
降

内閣府SIP事業と連携
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日本における
モビリティ課題
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SDGsの目標11は「住み続けられるまちづくりを」
■都市 → 世界中がメガシティ化
■郊外 → オールドニュータウン化
■地方 → モビリティ枯渇

居住環境面でのモビリティ 高
＝交通機関 多

居住環境面でのモビリティ 低
＝交通機関 少

個人の身体面での
モビリティ 高

＝身体機能が高い

個人の身体面での
モビリティ 低
＝身体機能が低い

都市部の若者都市部の高齢者

中山間地域の若者中山間地域の高齢者

オールドニュータウン

モビリティは国際的に
大きな社会課題に



All Rights Reserved, Copyright © 2024, DLRI, Inc.

国内の人口減少と都市部への人口集中

7

資料：経産省・国交省「モビリティDX戦略」資料より
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高齢期の移動に関する意識の推移

人生100年時代に向け、高齢期の移動不安は上昇傾向
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今住んでいる地域では、高齢期の移動手段に不安がある

今住んでいる地域では、高齢期に自動車がないと生活できない

今住んでいる地域では、高齢期にバスや鉄道で移動するのは不便である

高齢期は、今住んでいる地域に住み続けたい

（%）

8
資料：「第4回自動車・自動運転に関するアンケート調査」より
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今住んでいる地域では、
高齢期の移動手段に不安がある

(性・年代、自動車依存度別)

45.8 
47.2 

50.9 
52.4 
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49.8 
50.0 
50.0 

67.7 
23.0 
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20代
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60代
20代
30代
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50代
60代

日常生活に自動車が不可欠
不可欠ではない

（%）

男性

女性

「あてはまる」
「どちらかといえばあてはまる」の合計

高齢期の移動不安は高齢者のみで高いわけではない＝家族のモビリティに不安？
自動車依存度が高い人で顕著に不安が高い

9
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運転免許返納が必要だと思う身近な人はだれか
その人は今後どうすると思うか

◆全体の約27.4％で身近に誰かしら懸念される人が「いる」状況
◆トップは3年連続「自分の父親」、約3割において免許返納に難あり

最も心配な人ランキング トップ５
1位 自分の父親 31.8％
2位 自分の母親 13.7％
3位 祖父母 12.2％
4位 配偶者の父 9.6％

5位 自分
配偶者 8.7％

10

免許返納が必要だと思う身近な人が
「誰かしらいる」割合

第1回調査（2019年）24.1％
↓

第2回調査（2020年）29.2％
↓

第3回調査（2021年）27.4％ 進んで免許返納す
ると思う 23.2 

免許返納したくない
と思うが、安全のた
めに仕方なく返納す
ると思う 28.6 

免許返納したくない
と思うが、代わりとな
る交通機関などで、
移動が確保されれ
ば免許返納すると
思う 19.1 

カギや免許証をかく
すなど、誰かがむり
やり運転を止めさせ
るしかないと思う

5.9 

事故や危ない目に
あうなど、危険な体
験をするまでやめな
いと思う 14.1 

いかなることがあって
も、運転を止めない

と思う 9.2 

その人は今後どうすると思うか

注：「あなたの身近に、近いうちに運転免許を返納したほうがよい・今後の自動車の運転を止めたほうがよいと思われる人」がいると回答した
18-69歳(5,681人）に尋ねた「最も心配な人」の結果 ＊2021年調査より
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申請による運転免許の取り消し件数の年次推移

11
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池袋自動車暴走事故の影響
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高齢者の多くが自動車の運転に自信あり

12

47.0%
49.7% 48.7%

54.0%

63.7%
68.7%
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29.4%

37.0%
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38.9%
32.6%

39.9%
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18-19 20代 30代 40代 50代 60代 70代

男性 女性

男性は40代から加齢とともに運転に対する自信が急上昇
免許返納は「まだまだ大丈夫」となる可能性が高い

注：有免許者のみ ＊2019年調査より



All Rights Reserved, Copyright © 2024, DLRI, Inc.

20.6%

78.0%

86.3%
91.2%
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男性 女性

男女別にみた有免許者数

男性―女性

16歳～19歳 4.4

20歳～24歳 7.5

25歳～29歳 6.0

30歳～34歳 6.0

35歳～39歳 5.6

40歳～44歳 5.0

45歳～49歳 4.9

50歳～54歳 5.8

55歳～59歳 7.7

60歳～64歳 10.9

65歳～69歳 17.4

70歳～74歳 29.3

75歳～79歳 38.6

80歳以上 35.9

免許返納が必要だと思う身近な人としての「母親」が今後増加？
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1世帯あたりの人数 ☞ 2033年に1.99人に（2020年は2.21人）
世帯に占める「1人暮らし」 ☞ 2050年には44.3%に (2020年で34.9%)
未婚率の高い世代が高齢期に入る＝特に男性で近親者のいない高齢者が増加
（2050年時点で高齢単身世帯に占める未婚者の割合は男性60％・女性30％）

モビリティにおける家族サポートの限界

家族による送迎（家族タクシー）機能の低下・限界
高齢ドライバーのヒヤリハット検知機能の低下・限界
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☆モビリティ不足 = 公共交通の衰退

☆労働力不足 ＝ 担い手不足
☆自家用車依存社会 = 代替交通手段定着の障壁

☆高齢化 ＝ 運転継続と安全性のバランスへの懸念

☆より高齢な女性における有免許者の増加
☆独居化 ＝ 家族タクシーの減少、気遣う家族の不在

モビリティにかかわる社会課題

★ 生活変化
★ 学習
★ コスト
★ 固有性・技術限界

自動運転導入による
消費者が受容すべき項目

自動運転は“あったら便利”
という次元ではなく
モビリティ環境にかかわる社会課題
へのソリューションの１つとして
早急な対応が求められる

新規技術を消費者自身が積極的に育てる視点を持ち
自ら安全かつ効果的に活用する意識をもって受け止めることなしには

安全に走行できない
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モビリティにおける
「自動運転」とは
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自動運転とは
自動運転レベルの定義

レベル 概要 安全運転に係る
監視、対応主体

０ 運転者がすべての運転タスクを実施 運転者

１
運転支援

システムが前後・左右のいずれかの車両制御に
係る運転タスクのサブタスクを実施 運転者

２
部分運転自動化

システムが前後・左右の両方の車両制御に係る
運転タスクのサブタスクを実施 運転者

３
条件付

運転自動化

システムがすべての運転タスクを実施（限定領
域内）・作動継続が困難な場合の運転者は、シ
ステムの介入要求等に対して、適切に応答

システム

４
高度運転自動化

システムがすべての運転タスクを実施（限定領
域内）・作動継続が困難な場合、利用者の応答
は期待されない

システム

５
完全運転自動化

システムがすべての運転タスクを実施・作動継
続が困難な場合、利用者の応答は期待されない システム

SAE＝Society of Automotive Engineers：米の自動車技術者協会

17
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ASV（Advanced Safety Vehicle）とは
＝ 運転支援（安全性・利便性）

◆衝突被害軽減ブレーキ
      AEB：Autonomous Emergency Braking
◆車線逸脱防止支援システム
      LKAS：Lane Keeping Assistant System
◆定速走行・車間距離制御装置
      ACC：Adaptive Cruise Control
◆横滑り防止装置
      ESC：Electronic Stability Control
◆ふらつき警報
◆駐車支援システム   など

18
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ソリューションとしての自動運転技術

19

道路交通上の
課題解決

交通事故の削減 システム関与による安全性向上

交通渋滞の緩和 運行環境とドライブ状況の連動等、
運行の効率化

環境負荷の低減 エネルギー消費の適正化・効率化

移動にかかわる
人的課題
に対する
手段提供

運転負荷の軽減 システムによる運行代替

ドライバー不足解消 ドライバーの負荷軽減・必要人数の減少

移動弱者支援 代替交通の創出機会(サービスカー）
運転寿命延伸(オーナーカーの運転支援機能)

産業・雇用面
への効果

産業競争力の向上 従来産業の成長と持続性向上

関連産業の成長・生産性向上 新規産業の成長と持続性向上

雇用の維持・創出 個人の経済基盤の安定



All Rights Reserved, Copyright © 2024, DLRI, Inc.

日本における
自動運転の位置づけ

20
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自動運転の現状

21

資料：経産省・国交省「モビリティDX戦略」資料より
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宮木が昨年から試乗・体験した車両 八丈島
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自分の地域で走るならどういう自動運転がよいか

47.1 

38.1 

32.9 

27.2 

26.5 

26.3 

24.7 

24.5 

21.9 

17.4 

17.2 

11.5 

0.6 

14.6 

0 20 40 60

高齢者が安全で簡単に運転できる自家用車

身体が不自由でも安全で簡単に運転できる自家用車

自家用車の自動運転

好きなところに行先を指定できる自動運転タクシー

ゆっくり走行する小型のカートやバス

地域の見守り・警備・防犯を行う自動運転カー

地域を回ってくれる医療カー

地域を回ってくれる移動販売車

家の近所を走る自動宅配の小型ロボットカー

高速道路などを走行する長距離バス

農作物を自動で運んでくれる貨物運転車

大型の自動運転貨物車

その他

あったらいいと思うものはない

（％）

代替交通の創出

運転寿命の延伸

運転寿命の延伸

運転寿命の延伸

資料：「第4回自動車・自動運転に関するアンケート調査」より
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地域のモビリティ維持・創出にむけた
２つのソリューション（技術による）

24

代替交通の
創出

運転寿命の
延伸

自家用車の運転支援機能を高め
加齢によって身体機能が低下
しても、ある程度免許返納の
時期を後ろ倒しできるようにする

＝自家用車に先進安全技術(ASV)搭載

自家用車を用いなくても
地域内・地域間の移動が可能となる
公共交通としての自動運転車両
を導入する

＝サービスカーの自動運転化
ロボタクシー
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自動運転の「社会受容」とは

25
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＊赤い数値は第1回調査（2019年）の結果
＊青い数値は第2回調査（2020年）の結果
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自動運転に対する不安の具体的な内容
◆自動運転への不安は、安全な作動についてが最多で変化なし
◆以下、法的責任、コスト負担と続く点でも変化なし
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交通事故死亡者数(全体)(人)

高齢者(65歳以上）の
交通事故死亡者数(人)

高齢者の占める割合(％)

交通事故死者と高齢者の占める割合

資料：警察庁資料より作成

27

（人） （％）

技術開発

制度整備

社会的受容
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新しい技術の「認知度」と「受容」は
正の相関関係にあるとは限らない

28
認知度 低

認知度 高

肯定的
＝受容

否定的
＝非受容

理解すれば受容？

 理解していない
＆

非受容
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自動運転の認知度 低

自動運転の認知度 高

肯定的
＝受容

否定的
＝非受容

 理解した上で
非受容

理解した上で受容

 理解していないので
非受容

理解していないけど
受容

課題検討・対策・協調・解決

PHASE1
消費者の

情報量を増やし
認知度・理解度を上げる

アクション

PHASE2
消費者の行動を
喚起するアクション

新しい技術の「認知」と「受容」を分けてとらえる

宮木由貴子「自動運転移動サービスの『社会受容』とは何か」国際交通安全学会 IATSS Review Vol.48 No.2 Oct.,2023
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自動運転の「受容」形成プロセス

30

HOW
社会実装における課題をどう克服するか？

WHY
なぜ自動運転技術が要るの？
＜社会課題へのソリューションとして＞

WHAT
自動運転技術ってなに？
＜可能性として＞

PHASE1
消費者の

情報量を増やし
認知度・理解度を上げる

アクション

PHASE2
消費者の行動を
喚起するアクション

宮木由貴子「自動運転移動サービスの『社会受容』とは何か」国際交通安全学会 IATSS Review Vol.48 No.2 Oct.,2023
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視点 アクション キーワード

「生
か
す
」視
点

＝
存
続
さ
せ
る

●地域の環境とニーズに合う移動手段の創出・維持

●運転免許返納後や加齢・病気・障害等による身体機能の低下後も

   移動が継続できるモビリティ・インフラの整備

●移動における安全性の確保

●多様な人々が多様なモビリティを活用することに対する意識の醸成

●持続性・サステナビリティ

●日常生活の維持

●安心・安全

●不便さの受容

「活
か
す
」視
点

＝
活
用
す
る

●モビリティがもたらすインパクト（財務・非財務的価値）の

 認識と可視化

①経済効果（直接的・間接的）

例）運賃収入、回遊性向上、地域活性化、社会保障費低減

②健康への効果

例）疾病予防、メンタルヘルス改善、健康寿命延伸

③つながりと楽しさの創出

例）対面接触機会創出、嗜好対象としての乗り物

●Well-being

●幸せの体感

●嬉しい・楽しい

●QOL向上

●不便益への気づき

自動運転の効果(WHY)をエリアごとに考える

31

宮木由貴子「自動運転移動サービスの『社会受容』とは何か」国際交通安全学会 IATSS Review Vol.48 No.2 Oct.,2023
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自動運転の社会受容の
プロセス事例

32
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沖縄県北谷町における試乗とグループディスカッション

33

日時 ：2020年２月17日（月） 9:00-11:50
会場 ：ヒルトン沖縄北谷リゾート 1階ミーティングルーム
参加者：北玉小学校６年３組32名 ＋ 先生２名

WHY:なぜ今、自動運転なのか
WHAT:自動運転とはどんなモノなのか

をまずはレクチャーし
その後いよいよ試乗

PHASE1
消費者の

情報量を増やし
認知度・理解度を上げる

アクション



All Rights Reserved, Copyright © 2024, DLRI, Inc. 34

情報を得ること・試乗体験することの効果と意義の確認
“WHY”と“WHAT”を聞いて、自ら“HOW”を考える子どもたち

人はルールをちゃんと
守らないといけないと思う。
乗る側も、安心しすぎは

ダメだと思う。

あおり運転の罰則を
もっと厳しくして
いいと思う

自動運転車専用の
道路を作ったらどうだろう

“HOW”のアイデア出し
子どもたちの積極的で具体的な意見は大人も顔負け

PHASE2
消費者の行動を
喚起するアクション

君たちの地域で
自動運転を走らせるとしたら
どういう工夫や規制が
必要になると思う？

僕らの地域は観光地だから、
デザインも大事



All Rights Reserved, Copyright © 2024, DLRI, Inc.

茨城県境町における自動運転バスの定常運行

35

路上駐車が
激減

地域の
アイコン

“ゆっくり走る”
イメージのデザイン

でも
“高齢者専用”感はなし

子どもに
人気

PHASE2
消費者の行動を
喚起するアクション

住民がバス停用に
私有地提供

住民の自発的な
乗降見守り

路線拡張
希望



All Rights Reserved, Copyright © 2024, DLRI, Inc.

社会受容性の定義づけの試み

① 社会に有用であるとの認識の普及

② 技術の理解

③ ルールの浸透

④ 信頼の獲得

⑤ 共生に向けた効果の最大化とリスクの最小化

に個人（広義の消費者）を含む社会全体で関与

WHAT

WHY

HOW

36

宮木由貴子「自動運転移動サービスの『社会受容』とは何か」
国際交通安全学会 IATSS Review Vol.48 No.2 Oct.,2023
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自動運転社会の受容と共創に向けた役割分担
対話を生む “共創の場”の創出

37

共創の場
実証実験
ワールドカフェ
市民ダイアログ
シンポジウム
委員会

技術開発・サービス運用

行政
自治体
（官）

インフラ・制度整備

アカデミア
各種研究機関

（学）

事業者
事業者団体
（産）

消費者
地域住民
（民）

自動運転の
技術・サービス
の創出

自動運転を
走らせるための
法・ルール
の整備

各領域の
専門研究・知見

の深化

技術・制度を
育てる視点での
社会参加
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【関連の論文】
・宮木由貴子
「社会における自動運転の受容に向けて－消費者の主体的な関与による社会課題解決を
目指して－」
『自動車技術』，Vol.73，No.2，p.32-38 (2019)

・宮木由貴子
「自動運転の社会的受容性醸成に向けて」
『学術の動向』，2022 年 2 月号, p.100-104 (2022)
https://www.jstage.jst.go.jp/article/tits/27/2/27_2_100/_article/-char/ja/

・宮木由貴子
「社会的受容性の醸成に向けた調査と評価」
『SIP第2期自動運転（システムとサービスの拡張）最終成果報告書(2018～2022)』，
p.165-171 (2022)

https://www.sip-adus.go.jp/file/rd05/chapter4_s.pdf

・宮木由貴子
「自動運転移動サービスの『社会受容』とは何か」
『国際交通安全学会誌 IATSS Review』 Vol.48，No.2, p.40-49 (2023)
https://www.jstage.jst.go.jp/article/iatssreview/48/2/48_114/_article/-char/ja/
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